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砂礫層3．砂層2．泥炭層1．鶴島泥炭層の花粉ダイアグラム第7図
???
最下部で50％以上出現し，全層を通じて主要素となっている。Pinusは
最下層を除いて20～30％，Tsagaは10～20％，　Abiesは5～13％の出現
率である。低率ではあるが，Betula，　Ulmus－Zelfeova，　Pterocarya・Juglans
などの広葉樹も連続して出現する。全層を通じて，樹木花粉の出現率に変
化が少ないことが特徴的である。
　非樹木花粉はほとんどが，GramineaeとCyperaceaeであった。　Compo・
sitaeは，泥炭層の下層で10～20％出現するが，上層に向かい減少する。
全体に樹木花粉（AP）の比率が10％を越えず，　Alnusを含む非樹木花粉
の比率が高い。
4．考　　察
1）小川島と鶴島の古植生
　2か所の泥炭層の花粉分析の結果，樹木花粉ではPiceaが優占し，次
いでAlnUSの出現率が高かった。　AlnUSは，花粉の出現率の変動が大き
いため，安定した森林要素ではなく，湿原周囲に成育する局地的な湿地林
要素と考えてAP（樹木花粉）から除外した。しかし，小川島と鶴島周辺
の古植生を考える際には重要である。小川島泥炭層と，鶴島泥炭層の分析
結果から古植生を考えると，次のようになる。
　小川島泥炭層では，Alnusは上部泥炭層の最下部から粘土・シルト層に
かけて高率であり，鶴島泥炭層では，泥炭層の全層でAlnUSが高率で出
現する。これは，後背湿地が形成されて泥炭層が堆積し始めた時期に，後
背湿地は周囲をAlnUSの湿地林に囲まれ，その背後には，　Piceaを主と
する針葉樹林が広がっていたものと考えられる。
　鶴島泥炭層では，その後砂礫層などの段丘堆積物によって埋積されるま
での間，植生の変化は見られない。しかし，小川島泥炭層では，上部泥炭
層の最下部から粘土・シルト層にかけて高率であったAlnUSが減少する
とともに樹木花粉の比率が増加する。これは，後背湿地の周囲にあった
AlnUS林がより安定したPiceaを主とする針葉樹林へと変化したためと
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考えられる。
2）最終氷期前半の関東地方山間部の古植生
　小川島泥炭層と鶴島泥炭層の層序関係は，次のように考えられる。第3
図の地質柱状図に示したように，小川島泥炭層の上部泥炭層はEpmを挾
在し，Aso－4，　K－Tzより上位にある。下部泥炭層はK・Tzよりも下位に
ある。また，前述のように鶴島泥炭層はAs◎－4火山灰を挾みK－Tz火山
灰より新しい。つまり，鶴島泥炭層は小川泥炭層の上部・下部のほぼ中間
の時代に対比されることになる。花粉分析の結果も，小川島泥炭層と鶴島
泥炭層はともに，Piceaを主要素とする共通性の高い花粉組成であり，こ
の2か所の泥炭層が近い時代のものであることを示唆している。
　ただし，Piceaを主要素とする針葉樹林でも，小川島泥炭層はPicea－
Tsuga型，鶴島泥炭層はPicea－PinUS－Tsuga型の花粉組成であり，森
林植生のタイプには違いが見られる。
　最終氷期には，約5万年前と，約2万年前を中心とした，2回の寒冷期
が存在したと考えられている（辻，1985；叶内，1988）。小川島泥炭層と
鶴島泥炭層の示す古植生は，泥炭層に挾在する火山灰の年代から，約7万
年前から約6万年前にかけての最終氷期の琴冷期直前の植生を示すものと
考えられる。このことから，少なくとも約7万年前ごろには，関東平野の
山間部では，Piceaを主要素とする針葉樹林が存在し，約6万年前ごろま
で存続していたことが明らかになった。
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